
7 年度　第4学年児童　（黄色のセルに第４学年時の年度を記入してください）

項 目 内　　容

令
和

7

7

具体的な授業
改善の方策

・文章の中で、大切な部分を見つけられる技術指導を取り入れる。繰り返しの言葉や筆者の主張・理由などを
他の文章と区別して理解できるように時間をかけ丁寧に指導していく。
・玉川タイム１０分間チャレンジ（読むこと・話すこと聞くこと・書くこと）の時間を設定していく。
・授業場面でペア活動、グループ活動を多く取り入れ、学び合いから自分の思考を高める活動を取り入れ
る。

年
度
末

第４学年にお
ける児童の達
成度と第５学年
に向けての課
題

令
和

8

8

具体的な授業
改善の方策

年
度
末

第５学年にお
ける児童の達
成度と第６学年
に向けての課
題

令
和

9

9

具体的な授業
改善の方策

年
度
末

小学校６年間
のまとめと中学
校への引継事
項

年
度

教科で身に付
けさせたい資
質・能力年

月
第
 
６
 

学
 

年

年
度

教科で身に付
けさせたい資
質・能力年

月
第
 
５
 

学
 

年

令
和

学習に関する
児童の実態・課
題

年
度

教科で身に付
けさせたい資
質・能力

・説明文を正しく読み取る力、内容を理解する力、文章構成や段落相互の関係（話題提示と答えの関係、原
因と結果の関係）に気を付けながら、説明文を読み取る力。
・自分の考えを人に伝え、自分の考えを改善したり深めたりする力。年

10
月

第
 
４
 

学
 

年

令
和

学習に関する
児童の実態・課
題

令和

授業改善推進中期プラン　国語　〔小学校第４学年〕
昭島市立玉川小学校

学年等

令
和

学習に関する
児童の実態・課
題

〇よさ
・自分の考えや書く活動に抵抗は少ない。
▲課題
・友達の話を聞くこと、メモを取って理解する力が弱い。
・説明文の読み取りに課題がある。説明文の文章構成の理解を苦手とする児童が多い。書いてある事柄や筆者の考えを読み解くことが苦手な
児童が多い。
・友達と意見交流をして自身の考えを改善したり、深めたりする児童は一部にとどまっている。



7 年度　第４学年児童　（黄色のセルに第４学年時の年度を記入してください）

項 目 内　　容

令
和

7

7

具体的な授業
改善の方策

・昨日の学習内容と比較・関連付けて教えられるようにする。
・生活場面と結び付けて考えられるようにする。
・計算ドリル等を用いて、繰り返し練習に取り組ませ理解の定着を図る。
・単元ごとに教師側から教える（提示する）場面と子供に考えさせる場面（見出す）を習熟度に合わせて設定していく。
・新出の性質や法則について、操作的活動を通して意味の確認を子供達と行う時間をつくり、違う場面で応用できるようにする。

年
度
末

第４学年にお
ける児童の達
成度と第５学年
に向けての課
題

令
和

8

8

具体的な授業
改善の方策

年
度
末

第５学年にお
ける児童の達
成度と第６学年
に向けての課
題

令
和

9

9

具体的な授業
改善の方策

年
度
末

小学校６年間
のまとめと中学
校への引継事
項

年
度

教科で身に付
けさせたい資
質・能力年

月第
 
６
 

学
 

年

年
度

教科で身に付
けさせたい資
質・能力年

月第
 
５
 

学
 

年

令
和

学習に関する
児童の実態・課
題

年
度

教科で身に付
けさせたい資
質・能力

・既習の内容を使って、図や式を用いて自分の考えを相手に分かりやすく説明する力。
・特に図形、変化と関係の領域において、意味理解を伴った知識。
・性質や法則を数学的活動を通して見出す力。

年
10
月第

 
４
 

学
 

年

令
和

学習に関する
児童の実態・課
題

授業改善推進中期プラン　算数　〔小学校第４学年〕
昭島市立玉川小学校

学年等

令
和

学習に関する
児童の実態・課
題

○よさ
・友達の考えのよさを自分の考えに取り入れたり、より分かりやすく伝えるにはどうしたらよいか工夫しようとしたりする姿が見られる。（上位の児童）
・積極的に問題に関わり、問題を解こうとする姿勢が見られる。
・簡単な計算だけであれば７割の児童が習熟している。
▲課題
・問題場面がイメージできず、問題解決の手段を選ぶことができない。
・基礎・基本の内容が定着しておらず、自力で問題を解き進めることができない。
・一つ一つの知識（公式や計算の仕方など）は覚えられるが意味理解ができていないために場面によっての使い分けや複合して応用することが
できない。

令和


